
平成２８年（２０１６）

６５７
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猛練習を重ねて成長した選手たち！
美浦村代表（第１０分団）が２７年ぶりの優勝！
　　　　　　　　　  　( 第６７回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　　　　 　　　　　　　　　　　　 県南南部地区大会会場にて )

猛練習を重ねて成長した選手たち！
美浦村代表（第１０分団）が２７年ぶりの優勝！
　　　　　　　　　  　( 第６７回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　　　　 　　　　　　　　　　　　 県南南部地区大会会場にて )
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予 備 費

教 育 費

～ 明るく住みよいまちづくりのためにみなさんの大切なお金が使われています ～

むらの家計簿むらの家計簿

１９ １０１１１２１８ ７８９ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

（億円）

５億５，５３９万１千円（３０．８％）

支出済額

予算現額

２３億１，２１４万９千円（３５．７％）

６４億７，０２１万５千円 歳 出 一　 般

特   別   会   計

３億３，５３２万０千円（４２．０％）
７億９，７９１万８千円（予）

　３億３，９３８万９千円（３７．５％）
　９億０，６２２万８千円（予）

　１億４，９８１万０千円（１６．５％）
　９億０，９６３万５千円（予）

２億５，６１８万３千円（４８．９％）
５億２，３６８万１千円（予）

　　９，２４２万０千円（１８．５％）
４億９，８４６万３千円（予）

３億２，３１６万０千円（５６．７％）
５億７，０４１万８千円（予）

１億８，２１１万５千円（５６．４％）
３億２，２８４万３千円（予）

　　５，９００万２千円（５３．７％）
１億０，９８６万５千円（予）

　　１，９３５万９千円（８２．４％）
　　２，３４８万２千円（予）

　　　　　　　　　０円（０．０％）
　　　　３２３万１千円（予）

　　　　　　　　　０円（０．０％）
　　　　　　　　３千円（予）

２２億２，９７１万０千円 　８億５，９５１万７千円 ３８．５％ ９億５，０２８万９千円

　　６，１８２万５千円

４２．６％

１億７，９２１万７千円 ２１．５％ ３４．５％

１２億８，７０８万７千円 ３億６，５８１万２千円 ２８．４％

９億７，４５３万１千円

１億２，０４０万０千円

４億１，９０８万２千円

１億７，２５８万６千円

　　３，８４５万３千円

４３．０％

１３．４％

４億２，５６６万７千円 ４３．７％

３５．７％ ２，８７６万２千円４，２９３万８千円 ２３．９％

会　計　名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

国 民 健 康 保 険

１８億０，４４４万８千円（予） 民 生 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

公 債 費

消 防 費

議 会 費

災害復旧費

農林水産業費

※予算現額には、補正予算額・予備費充用額および前年度繰越額が含まれています。

商 工 費

予算現額

※（予）は予算現額

支出済額（支出割合）

◎棒グラフの見方
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ゴルフ場利用税交付金

使用料及び手数料

国庫支出金

繰 入 金

村財政上半期（平成２８年４月１日～９月３０日）
の執行状況をお知らせします
村財政上半期（平成２８年４月１日～９月３０日）
の執行状況をお知らせします

収入済額

予算現額

３０億６，１２３万８千円（４７．３％）

６４億７，０２１万５千円歳 入会　 計

※（予）は予算現額

◎棒グラフの見方

収入済額（収入割合）

予算現額

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １５ １６ １７ ２２ ２３

（億円）

６億２，７１２万０千円（７３．２％）
８億５，７１９万５千円（予）

　　　　　　　　　０円（０．０％）
８億７，８９４万５千円（予）

２億０，５０９万９千円（３４．３％）
５億９，７６０万４千円（予）

　　　　　　　　　０円（０．０％）
５億０，３１１万４千円（予）

　　４，４５０万６千円（１５．０％）
２億９，６３８万９千円（予）

３億１，２４０万６千円（１００．０％）
３億１，２４０万６千円（予）

１億５，００２万７千円（５５．６％）
２億７，０００万０千円（予）

　　５，１３６万５千円（３８．４％）
１億３，３９１万２千円（予）

　　２，２８５万９千円（２２．９％）
１億０，０００万０千円（予）

　　９７６万９千円（１０．２％）
９，５５０万１千円（予）

３，２７４万５千円（４７．３％）
６，９２１万１千円（予）

１，９００万６千円（４４．２％）
４，３００万０千円（予）

１，９２１万９千円（３３．７％）
５，７０２万５千円（予）

村 税

地方交付税

県 支 出 金

地方譲与税

地方消費税交付金

諸 収 入

寄 附 金

そ の 他

配当割交付金

自動車取得税交付金

株式等譲渡所得割交付金

財産収入

地方特例交付金

利子割交付金

分担金及び負担金

交通安全対策特別交付金

村 債

繰 越 金

◎村債・一時借入金の状況 （平成２８年９月３０日現在）

本期借入額 本期償還額 差引現在高

３５億５，６６４万１千円１億３，９５９万３千円

１億１，１９０万３千円

０円

３０億８，５４５万８千円０円

４億７，１１８万３千円２，７６９万０千円０円

２１億８，２９９万６千円４，９３６万７千円０円

０円

０円

８億６，６９６万２千円３，５０９万７千円

６６億０，６５９万９千円２億２，４０５万７千円

０円０円０円

借 入 先 前年度末残高

３６億９，６２３万４千円

３１億９，７３６万１千円

４億９，８８７万３千円

２２億３，２３６万３千円

９億０，２０５万９千円

６８億３，０６５万６千円

０円

政 府 資 金

財政融資資金

旧郵政公社資金

地方公共団体金融機構

銀行・その他の金融機関等

計

一 時 借 入 金

▼土地　７５５，２２２㎡（前年比－４５０，２００㎡）

　・公用財産（役場敷地など）

　　　　１４，５１３㎡（前年比－２４４㎡）

　・公共用財産（公民館・学校・公園用地など）

　　　４８３，９８４㎡（前年比－４４８，９６１㎡）

　・普通財産（その他）

　　　２５６，７２５㎡（前年比－９９５㎡）

▼建物　４７，３２６㎡（前年比＋１，７７６㎡）

　・公用財産（役場庁舎など）

　　　　　３，４９３㎡（前年比＋２４１㎡）

　・公共用財産（学校校舎・体育館など）

　　　　４３，８３３㎡（前年比＋１，５３５㎡）

▼自動車　６７台

　・一般会計　６３台　・特別会計　　４台

《村有財産の状況》

２２億５，５９１万３千円（予）１５億６，７１１万７千円（６９．５％）
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

１０

月
２６

日
美
浦
中
学
校
に
お
い

て
、
『
美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業
』

で
美
浦
中
学
校
と
平
成
２５

年
か
ら

交
流
を
続
け
て
い
る
台
湾
の
台
北

市
立
敦
化
中
学
校
と
美
浦
中
学
校

が
、
友
好
交
流
協
定
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
校
の
友
好
親

善
と
と
も
に
、
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
科
学
・
社
会
分
野
等
に

つ
い
て
の
理
解
を
目
的
と
す
る
教

員
お
よ
び
生
徒
の
相
互
交
流
活
動

を
推
進
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
美
浦
少
年
の
つ
ば

さ
事
業
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

海
外
の
同
世
代
と
親
し
く
交
流
し

て
国
際
的
な
経
験
と
感
覚
が
養
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
一
層

海
外
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
相
互

理
解
が
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
交
流
館
愛
称

　

「
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
」
に
決
定
！

地
域
交
流
館
愛
称

　

「
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
」
に
決
定
！

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
「
美
浦
村
地
域
交

流
館
愛
称
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

５
７
４
件
も
の
応
募
が
集
ま
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
館
運
営
委
員
会
に
て
入
賞
作
品
を

選
定
し
た
結
果
、
交
流
館
の
正
式
名
称
は
「
地

域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
」（
池
永
行
栄
さ

ん
応
募
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
は
平
成
２９

年
４
月
に
開
館
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
３
月
末
に
開
館
式
典
も
開

催
予
定
で
す
。
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
と
応
募
者
の
詳
細
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
（
採
用
）
作
品

　

み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ　
　

池
永
行
栄
さ
ん
（
大
阪
府
高
槻
市
）

◎
優
秀
作
品

　

美
浦
ふ
れ
あ
い
交
流
館　

谷
口
大
海
さ
ん
（
美
浦
村
）

　

み
ほ
テ
ラ
ス　
　
　
　
　

松
原
一
郎
さ
ん
（
新
潟
市
中
央
区
）

台
湾
・
敦
化
中
と

　

友
好
交
流
協
定
！

　

１１

月
１０

日
、
め
で
た
く
結
婚
５０

周
年
で
あ
る
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
の
お
宅
へ
村
長
と
村
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
が
訪
問
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
村
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
の
褒
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
１４

組
の
ご
夫
婦
の
う

ち
、
布
佐
の
栗
山
良
雄
さ
ん
・
順

子
さ
ん
ご
夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
金
婚
を
迎
え
て
み
て
、「
亭

主
関
白
で
俺
に
と
っ
て
は
あ
っ
と

い
う
間
。
奥
さ
ん
は
我
慢
し
て
い

た
だ
ろ
う
と
思
う
。
」
と
良
雄
さ
ん

は
言
い
ま
す
が
、
順
子
さ
ん
は
「
夫
は
い
い
と
こ
ろ
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
よ
く
気
が
つ
い
て
私
に
で
き
な
い
と

こ
ろ
を
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
怒
っ
て
も
そ
の
と
き
だ
け

で
後
に
ひ
き
ま
せ
ん
。
」
と
の
こ
と
。
夫
唱
婦
随
の
言
葉

が
お
似
合
い
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
、
村
長
ら
を
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
。
談
笑
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
支
え

合
っ
た
５０

年
を
顧
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
は
金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
褒
状
贈
呈

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
褒
状
贈
呈

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

《
順
不
同
／
敬
称
略
》

※
複
数
応
募
が
あ
っ
た
愛
称
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
の

　

と
お
り
抽
選
に
て
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

・

宇
津
木
愛
雄
／

和
子
（
大
須
賀
津
）
・

飯
倉
勇
／

幸
子
（
下
舟
子
）

・

谷
畑
正
義
／

春
江
（
大
山
東
部
）　

・

栗
山
良
雄
／

順
子
（
布
佐
）

・

古
德
達
明
／

タ
ケ
子
（
下
舟
子
）　

・

石
神
伊
久
夫
／

満
（
土
浦
）

・

早
乙
女　
　

／

師
子
（
下
舟
子
）　

・

江
野
章
保
／

陸
子
（
郷
中
）

・

北
村
光
政
／

美
智
子
（
信
太
）　
　

・

上
野　

夫
／

規
子
（
余
郷
）

・

宮
前
己
三
／

ヒ
デ
子
（
本
橋
）　
　

・

塚
本
剛
／

啓
子
（
見
晴
台
）

・

高
橋
征
英
／

誠
子
（
下
舟
子
）　
　

・

髙
﨑
信
將
／

久
子
（
土
屋
）

栗山良雄さん、順子さんご夫婦栗山良雄さん、順子さんご夫婦

完成予定図完成予定図
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１０
月
２３
日
、
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第
６７
回
茨
城
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南
南
部
地
区

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
美
浦
村
代
表
の

第
１０
分
団
（
大
山
・
大
山
東
部
）
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
、
見
事
に
優
勝
。

個
人
で
も
３
番
員
飯
田
幸
也
選
手
が
優

秀
選
手
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
お
い
て
、
日
頃
使
用

し
て
い
る
機
具
を
用
い
て
消
火
作
業
に

必
要
な
動
作
の
正
確
性
・
迅
速
性
等
を

競
う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の
大
会

に
出
場
し
た
分
団
は
能
力
や
意
識
が
格

段
に
向
上
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
地
域
の

安
心
安
全
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
、
美
浦
村
を

含
め
稲
敷
市
・
龍
ヶ
崎
市
・
河
内
町
・

取
手
市
・
守
谷
市
の
６
チ
ー
ム
が
出
場
。

こ
れ
ま
で
の
約
４
カ
月
間
、
厳
し
い
練

習
を
積
み
上
げ
て
き
た
第
１０
分
団
の
選

手
た
ち
は
そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

て
見
事
に
優
勝
。
美
浦
村
に
２７
年
ぶ
り

の
栄
冠
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
成
績
発

表
で
美
浦
村
が
呼
ば
れ
た
瞬
間
、
選
手

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
分
団
の
仲

間
た
ち
や
指
導
さ
れ
て
き
た
消
防
団
本

部
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
、
お
互
い
に
握
手
し
、
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
１０
分
団
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
第
１０
分
団
・
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

２７
年
ぶ
り
優
勝
！

消
防
第
１０
分
団
・
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

２７
年
ぶ
り
優
勝
！

　

１０
月
２６
日
、
農
林
漁
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
「
子
育

て
広
場
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、

未
就
園
児
の
親
子
５３
組
１
２
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
低
年
齢
の
子

で
も
楽
し
め
る
よ
う
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
、
か
け
っ
こ
・
玉
入
れ
・
ぱ

ん
食
い
競
争
ご
っ
こ
等
の
５
種
目

の
競
技
を
、
保
護
者
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
ご
褒
美
の
メ
ダ
ル
を

か
け
て
も
ら
っ
て
、
満
足
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　１１月５日中央公民館で、「第６回

美浦村ノーテレビ・ノーゲーム運

動推進大会」が開催されました。

　この運動は、子どもたちの学力

と社会力向上、家庭生活の健全化

を目的として平成２３年度から実施

しており、脳の正常な発達を妨げ

るとされるテレビやゲームに接す

る時間を減らすための取り組みを

行っています。

　大会では、先に実施された「親子で考える標語募集」に寄せられた２７９点

の標語から選ばれた優秀作品４点の応募者が表彰されました。

　また、「後伸びする子の家庭の習慣」という演題のも

と、花まる学習会の講師・相澤樹氏よる講演会が行わ

れ、参加した保護者は自身の子育てについて考えさせ

られることが多かったようです。

　なお、入賞した標語はのぼり旗を作成して村内公共

施設に掲示しています。

ノーテレビ・ノーゲーム運動推進大会を開催しましたノーテレビ・ノーゲーム運動推進大会を開催しました

◎
最
優
秀
賞　

安
中
小
学
校
１
年　

武
田
蒼
東
さ
ん

　

「
パ
パ
と
マ
マ　

ス
マ
ホ
見
な
い
で　

お
話
し
き
い
て
」

◎
優　

秀　

賞　

木
原
小
学
校
４
年　

谷
畑
蓮
大
さ
ん

　

「
ゲ
ー
ム
や
め　

話
そ
う
聞
こ
う　

今
日
の
こ
と
」

◎
優　

良　

賞　

美
浦
中
学
校
３
年　

佐
藤
夢
音
さ
ん

　

「
向
か
う
の
は　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て　

机
だ
よ
」

◎
優　

良　

賞　

大
谷
小
学
校
３
年　

椎
名
一
斗
さ
ん

　

「
外
に
出
て　

親
子
で
築
く　

社
会
力
」

◎
最
優
秀
賞　

安
中
小
学
校
１
年　

武
田
蒼
東
さ
ん

　

「
パ
パ
と
マ
マ　

ス
マ
ホ
見
な
い
で　

お
話
し
き
い
て
」

◎
優　

秀　

賞　

木
原
小
学
校
４
年　

谷
畑
蓮
大
さ
ん

　

「
ゲ
ー
ム
や
め　

話
そ
う
聞
こ
う　

今
日
の
こ
と
」

◎
優　

良　

賞　

美
浦
中
学
校
３
年　

佐
藤
夢
音
さ
ん

　

「
向
か
う
の
は　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て　

机
だ
よ
」

◎
優　

良　

賞　

大
谷
小
学
校
３
年　

椎
名
一
斗
さ
ん

　

「
外
に
出
て　

親
子
で
築
く　

社
会
力
」

親子
で考える標語親子
で考える標語
審査結果審査結果

子
育
て
広
場
運
動
会

子
育
て
広
場
運
動
会
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地区対抗ゴルフ大会

地区対抗女子バレーボール大会

平成２８年度美浦村スポーツフェスティバル

小学１年生の部　　　　優　勝　中山 虎星

小学２年生の部　　　　優　勝　高橋 空

小学３年生男子の部　　優　勝　高橋 陸斗

小学４年生男子の部　　優　勝　鷹巣 竜太

小学５年生男子の部　　優　勝　似内 達弥

小学６年生男子の部　　優　勝　宮田 大揮

小学３・４年生女子の部　優　勝　小泉 蓮花

小学５・６年生女子の部　優　勝　池田 楓

中学生男子軽量級　　　優　勝　蛯名 士

中学生男子中量級　　　優　勝　宮本 大聖

中学生男子重量級　　　優　勝　吉原 爽太

中学生女子軽量級　　　優　勝　小川 みやび

中学生女子重量級　　　優　勝　永見 みな

【敬称略】

小学生の部シングルス

上級の部（５～６年生）優　勝　冨士木 菜々

　　　　　　　　　　　準優勝　丸形 涼太

中級の部（４～５年生）優　勝　冨士木 咲空

　　　　　　　　　　　準優勝　福田 紗矢香

初級の部（経験２年）　優　勝　佐々木 優心

　　　　　　　　　　　準優勝　関戸 麻央

初心者の部（経験１年）優　勝　石井 葉乃

　　　　　　　　　　　準優勝　川崎 心緒

一般の部ダブルス

上級の部　　　　　　　優　勝　高橋・辻組

　　　　　　　　　　　準優勝　福田・森組

中級の部　　　　　　　優　勝　山崎・佐渡谷組

　　　　　　　　　　　準優勝　渡辺・冨士木組

初級の部　　　　　　　優　勝　浅野・石井組

　　　　　　　　　　　準優勝　生井・丸形組

　　　　　　　　　　　優　勝　芥川 邦興

　　　　　　　　　　　準優勝　小林 一子

　　　　　　　　　　　第３位　吉野 寿子

　　　　　　優　勝　霞ヶ浦北スポーツ少年団

　　　　　　準優勝　北浦ペガサス

　　　　　　第３位　牛久サウスＢＢＣ

１コート　　　　　　　１　位　新利根チーム

　　　　　　　　　　　２　位　土浦チーム

２コート　　　　　　　１　位　土浦チーム

　　　　　　　　　　　２　位　龍ヶ崎チーム

３コート　　　　　　　１　位　つくばチーム

　　　　　　　　　　　２　位　龍ヶ崎チーム

４コート　　　　　　　１　位　龍ヶ崎チーム

　　　　　　　　　　　２　位　龍ヶ崎チーム

最優秀選手　根本 知子さん（大谷）

優 秀 選 手　荒川 真樹さん（美駒）

優　勝　大　谷

準優勝　美　駒

第３位　土　屋
優　勝　土屋Ａ

　　　　土屋Ｂ

第３位　一の宮Ｃ

１１/１４　おかだいらゴルフリンクス

１０/２３１０/２３バドミントン大会バドミントン大会

１０/２２１０/２２ゲートボール大会ゲートボール大会

１１/２０１１/２０バウンドテニス大会バウンドテニス大会

１１/１３１１/１３野球大会野球大会

１１/１２１１/１２柔道大会柔道大会

シングルスの部　　　　優　勝　黒崎 友子

　　　　　　　　　　　準優勝　門田 円

　　　　　　　　　　　第３位　村井 タジ子

ダブルスの部　　　　　優　勝　寺田・門田組

　　　　　　　　　　　準優勝　今村・黒崎組

　　　　　　　　　　　第３位　岩下・村井組

１０/２６１０/２６卓球大会卓球大会

１０/３０　農林漁業者トレーニングセンター１０/３０　農林漁業者トレーニングセンター
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　１０月３０日、東京競馬場（２０００ｍ芝コース）で行わ

れた第１５４回天皇賞（秋）において、美浦トレーニ

ング・センター堀宣行厩舎所属のモーリス号が優勝

しました。

　日本でＧⅠレースを２連勝した後、海外のＧⅠレ

ースでも２連勝という快挙を達成したモーリス号は、

日本に戻ってから２着２回の状況でもファンの厚い

信頼を背負って１番人気で出走となったこのレース。

各馬揃ったスタートとなった中、無理なく馬群の中

ほどから少し前目に位置取り、最終コーナー手前で

先行集団に追いつくと直線に入って一気にスパート。

他の馬がインコース側で競り合うのを左に見ながら

芝コースの真ん中を突き進むモーリス号は、先頭に

立つと後続を寄せ付けず見事に優勝。強さを存分に

発揮するレース運びでＧⅠ５勝目を上げました。

　担当の宗像調教助手は、「帰国後は環境の変化で馬

がナーバスになっていましたが、今回は慣れ親しん

だ美浦で調教できてリラックスしていました。距離

は心配していなかったし、騎手もうまく乗ってくれ

てさすがだなと。次は海外ですが、特に気負わず普

段どおり仕事をしていきたい。」と語ってくれました。

　積極的に海外に挑戦するモーリス号。その姿勢も

ファンを魅了させる要素の一つでしょう。

家
計
赤
字
の
我
が
家
の
暮
ら
し
す
ね
て
く
れ
る
な
空
財
布　
　
　
　

高
橋
一
歩

過
疎
に
生
き
て
く
わ
び
し
さ
秘
め
て
過
ご
す
七
十
路
俚
謡
を
詠
む　

小
薗
江
久
美

欠
け
た
茶
碗
も
私
に
ゃ
宝
捨
て
ぬ
女
の
ゴ
ミ
屋
敷　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

勝
っ
た
遠
藤
若
手
の
ホ
ー
プ
末
は
横
綱
技
能
賞　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

帰
る
あ
て
な
い
我
が
子
を
偲
び
ず
っ
と
待
っ
て
る
拉
致
家
族　
　

上
野
八
千
代

隠
し
続
け
る
ワ
ン
マ
ン
都
政
擦
っ
た
揉
ん
だ
の
新
市
場　
　
　
　

篠
原
美
千
代

舵
を
と
る
先
わ
け
あ
り
豊
洲
す
で
に
む
ら
雲
新
都
知
事　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

過
度
の
ス
ピ
ー
ド
我
が
も
の
顔
で
進
む
危
険
な
狭
い
道　
　
　
　

小
池
き
よ
し

彼
と
仲
良
く
我
が
娘
よ
暮
ら
せ
澄
ん
だ
青
空
式
の
朝　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

顔
は
た
し
か
に
分
か
っ
ち
ゃ
い
る
が
す
ぐ
に
出
て
こ
ぬ
君
の
名
が　

山
﨑
笑
子

軽
い
ス
テ
ッ
プ
ワ
ル
ツ
を
踊
ろ
好
き
な
あ
の
娘
と
楽
し
夜　
　
　
　

伊
藤
葉
子

風
の
音
さ
え
侘
し
く
聞
い
て
過
ぎ
し
あ
の
日
を
偲
ぶ
秋　
　
　
　
　

山
口
壱
路

風
邪
で
寝
込
ん
だ
私
に
夫
の
す
ま
ぬ
重
湯
が
温
か
い　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

霞
浦
の
夕
映
え
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
頭
上
群
れ
飛
ぶ
赤
と
ん
ぼ　
　
　

田
島
草
実

霞
む
夕
日
に
わ
か
さ
ぎ
虫
が
す
き
間
な
い
程
群
れ
を
な
す　
　
　
　

木
村
幸
子

帰
り
た
く
な
い
わ
が
ま
ま
言
っ
て
拗
ね
る
子
供
を
叱
る
親　
　
　

武
田
か
ず
お

過
疎
化
食
い
止
め
若
者
た
ち
が
住
ん
で
み
た
い
と
来
る
村
に　
　

長
谷
川
悦
子

帰
る
あ
て
な
い
わ
か
っ
て
い
る
が
ず
っ
と
待
っ
て
る
故
郷
の
地　
　

関
根
秀
子

　
烏
瓜
引
け
ば
陽
の
色
揺
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ふ
る
さ
と
の
落
葉
に
抱
か
れ
山
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

初
冬
や
波
打
ち
響
く
寺
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

浮
く
紅
葉
胸
に
集
め
て
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

う
た
た
寝
の
孫
愛
お
し
や
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

と
げ
の
葉
に
柊
の
花
や
さ
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

難
聴
の
会
話
チ
グ
ハ
グ
縁
小
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

枯
木
立
箒
を
ペ
ン
に
句
を
拾
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

大
花
火
空
浮
く
雲
を
け
ち
ら
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

蒲
団
か
け
合
い
し
人
な
し
冷
ゆ
る
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

霞
浦
の
夕
静
も
る
波
や
竹
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

亡
夫
送
り
冷
ゆ
る
夜
空
を
見
上
げ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

お
と

わ
び

つ
ま

え
ん

し
ず

う　

た

つ　

ま

か

れ

こ

だ

ち

し
じ
ょ
う

こ
き
ょ
う

こ

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

モーリス号「第１５４回天皇賞（秋）」「第１５４回天皇賞（秋）」

宗像 徹 調教助手堀 宣行 調教師 Ｒ．ムーア 騎手

十
一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
か
わ
ず
（
す
）
」
病
句
禁
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毎
年
恒
例
の
「
み
ほ
産
業

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

１１

月
１
日
〜
２０

日
の
日
程
で

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
催
期
間
中
の
公
民
館
内

に
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

と
し
て
意
欲
溢
れ
る
創
作
物

が
展
示
さ
れ
、
１１

月
３
日
に

は
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬
店

や
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
期
間
中
の
各
土
日
に

は
着
付
会
・
俳
句
会
・
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
映
画

祭
・
俚
謡
大
会
が
開
催
さ
れ

る
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
日

程
と
な
り
、
各
日
と
も
に
老

若
男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
文
化
の
祭
典
を
楽

し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
者
・
来
場
者
・
協
賛

者
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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▲みほ産業文化フェスティバルでキッズ☆カンパニーが３店出店。当日の朝、木原小

　学校６年生の皆さん、先生、村食生活改善推進員協議会の皆さんとともに。

（
写
真
右
か
ら
）

　

河
﨑 

博
行
氏

　

髙
橋 

洪
夫
氏

　

木
村 

克
己
氏

　

沼
﨑 　

実
氏

（
写
真
右
か
ら
）

　

河
﨑 

博
行
氏

　

髙
橋 

洪
夫
氏

　

木
村 

克
己
氏

　

沼
﨑 　

実
氏

新しい選挙管理委員が選任されました新しい選挙管理委員が選任されました

◇前選挙管理委員

　栗山 英雄氏

　木村 克己氏

　髙橋 洪夫氏

　河﨑 博行氏

◇選挙管理委員

　木村 克己氏（ 定　光 ）

　髙橋 洪夫氏（ 信　太 ）

　河﨑 博行氏（ 下舟子 )

　沼﨑 　実氏（ 受　領 ）

◇選挙管理委員補充員

　菅谷 幹夫氏（ 上舟子 )

　下村 昌史氏（ 本　橋 ）

　椎名 　実氏（ 土　屋 ）

　塚本 千代子氏（ 大須賀津 ）

　選挙管理委員会は、民主的かつ公正な選挙が実施されるように、自治体の長から独立した機関として

置かれ、委員４名および委員が欠けた場合に備えての委員補充員４名で構成されています。

　委員および委員補充員は、自治体の議会で選挙（または指名推薦）により選出され、任期は４年とな

っています。そして、これまでご尽力いただいた委員の任期が９月５日に満了となるにあたり、９月の

村議会定例会において指名推薦により後任となる委員４名および委員補充員４名が選出されました。新

しい選挙管理委員・選挙管理委員補充員に選ばれたのは、それぞれ次の方々です。

　また、１０月３１日には新任委員による選挙管理委員会が開かれ、委員長に木村克己氏、委員長職務代理

者に髙橋洪夫氏が就任しました。

　前委員のみなさん、前任期間中において多大な

ご尽力をいただき、ありがとうございました。

◇前選挙管理委員補充員

　橋本 　修氏

　山﨑 英子氏

　沼﨑 　実氏

　菅谷 幹夫氏 

□村議会議員や村長の選挙、国の選挙、県
　議会議員や知事の選挙、その他農業委員
　会委員の選挙など、各種選挙の執行管理

□選挙人名簿の調製に関すること

□明るい選挙の推進に関すること

□選挙の啓発活動に関すること

□検察審査会法に関すること

□住民投票の執行管理

□直接請求に関する事務

選挙管理委員会の主な仕事選挙管理委員会の主な仕事

□お問い合わせ先　美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０

□問合せ　美浦村選挙管理委員会（役場総務課内）

　　　　　☎０２９－８８５－０３４０（内線）２０４

美浦村商工会だより《１２月・１月》美浦村商工会だより《１２月・１月》
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司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

無
料
相
談

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１

８

８

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

百
貨
店
が
直
接
顧
客
に
対
し
、

「
店
頭
で
あ
な
た
の
カ
ー
ド
が
別

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
等
と

電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
す

ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。
心
配
な
場

合
は
、
百
貨
店
に
直
接
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

銀
行
の
業
界
団
体
等
の
金
融
関

係
者
が
、
電
話
で
暗
証
番
号
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に

暗
証
番
号
を
教
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、

お
住
ま
い
の
自
治
体
の
警
察
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
全

国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。
地
方

公
共
団
体
が
設
置
し
て
い
る
身
近

な
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
案
内

し
ま
す
。
村
外
の
方
か
ら
相
談
を

受
け
た
場
合
は
こ
ち
ら
の
番
号
を

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

美
浦
村
で
も
、
息

子
や
孫
に
な
り
す
ま

す
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

や
、
覚
の
な
い
請
求

の
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
の
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

息
子
や
孫
が
電
話
で
、「
携
帯
番

号
が
変
わ
っ
た
、
す
ぐ
に
お
金
を

用
意
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
」
等
と
緊
急
性
を
訴
え
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
、「
未
納
料

も
し
く
は
契
約
不
履
行
で
裁
判
所

か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
給
料
や

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
。
身

に
覚
え
が
な
け
れ
ば
連
絡
す
る
よ

う
に
」
等
と
連
絡
先
に
電
話
さ
せ

よ
う
と
し
ま
す
。

　

他
に
も
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送

ら
れ
て
く
る
の
で
権
利
を
譲
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
電
話
に
返
事
を

し
て
し
ま
う
と
、「
名
義
貸
し
は
違

法
だ
」
と
言
っ
て
お
金
を
請
求
さ

れ
る
等
、
あ
の
手
こ
の
手
で
だ
ま

そ
う
と
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
直

接
お
金
を
受
け
取
り
に
来
る
手
口

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
警
察

に
も
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

稲
敷
警
察
署

☎
０
２
９

－

８
９
３

－
０
１
１
０

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

０
０
７
４

　

一
部
地
域
で
健
康
相
談
会
を
実

施
す
る
旨
の
チ
ラ
シ
が
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
、
会
場
へ
出
向
く
と
、

薬
剤
師
を
名
乗
る
人
物
の
講
話
や

相
談
の
あ
と
、
最
後
に
健
康
食
品

を
紹
介
さ
れ
、
高
額
な
健
康
食
品

等
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
、
と
い

っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
の
雰
囲
気

で
決
め
て
し
ま
わ
ず

に
、
高
額
な
商
品
等
を
勧
め
ら
れ

て
も
、
い
ら
な
い
も
の
は
キ
ッ
パ

リ
「
い
ら
な
い
」
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
に
思
っ
た
り
契
約
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
茨
城
県
消
費
生
活
緊
急
情
報
第

　

６４
号
よ
り
抜
粋
）

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ

　

司
法
書
士
会
よ
り
司
法
書
士
相

談
員
が
派
遣
さ
れ
、
登
記
・
相
続

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談
日
の

２
日
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

平
成
２９
年
１
月
１３
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
相
談
場
所
・
受
付　

美
浦
村
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

数
日
前
、
デ
パ
ー
ト
の
社

員
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
、

「
あ
な
た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
８
万
円
の
バ
ッ
グ
を

買
い
に
来
て
い
る
人
が
い
る
。

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
販
売

を
中
止
す
る
の
で
、
銀
行
の

業
界
団
体
へ
電
話
す
る
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。
教
え
ら

れ
た
番
号
に
電
話
を
か
け
る

と
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

暗
証
番
号
を
変
え
な
い
と
い

け
な
い
。
一
番
良
い
の
は
今

の
暗
証
番
号
を
逆
の
順
番
に

す
る
こ
と
」
と
言
わ
れ
、
い

つ
の
間
に
か
暗
証
番
号
を
教

え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
念
の

た
め
デ
パ
ー
ト
へ
確
認
の
電

百
貨
店
を
名
乗
る

不
審
な
電
話
に
気
を
つ
け
て
！

百
貨
店
を
名
乗
る

不
審
な
電
話
に
気
を
つ
け
て
！

情
報
提
供
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

情
報
提
供
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

健
康
相
談
会
の
は
ず
が
、
高
額
な

健
康
食
品
を
勧
め
ら
れ
た
！？

健
康
相
談
会
の
は
ず
が
、
高
額
な

健
康
食
品
を
勧
め
ら
れ
た
！？

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
だ
ま
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

６０

歳
代
女
性
）

《
対
策
は
？
》

《
例
え
ば
…
》

相
手
に
連
絡
を
取
る
前
に

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時

（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）

※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

消費生 活に 関す る相 談 は
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督促発布

地方税法第３２９条
　　　　第３７１条
　　　　第４５７条
　　　　　　　他

財産調査

地方税法第２９８条
国税徴収法第１４２条
　　　　　　　　他

財産差押え

地方税法第３３１条
　　　　第３７３条
　　　　第４５９条
　　　　　　　他

換　価

国税徴収法第６７条
　　　　　第９４条
　　　　第１０９条
　　　　　　　他

配　当

国税徴収法第１２９条

滞納処分を強化しています

　税金は、納期限までに納税者の皆さまに自主的に納めていただくもので、これが税本来の姿です。納税

者が納期限までに納税せず、督促状を送達したにも関わらず完納されない状態を「滞納」といいます。

◎村税を滞納した場合に課されるもの

・督促手数料

・延滞金（滞納額に対し、納期限後１カ月以内は特例基準割合に年１％を加算した割合を、１カ月以降は

　特例基準割合に年７．３％を加算した割合を乗じた額）

＊平成２８年においては、納期限後１カ月以内の率は年２．８％、１カ月以降の率は年９．１％となっています。

　国や地方公共団体には、その財政基盤を確保するために、租税等の債権について、裁判所等の司法の執

行機関を通じてではなく、自ら強制的に徴収することができる「自力執行権」が認められています。

　村では、滞納者に帰属する財産について、一連の処分（差押え、換価、配当）による強制換価手続（滞

納処分）を行うことになります。

　村では、滞納者と納期限までに納付してくださっている大多数の皆さまとの公平性を保つために、滞納

処分を厳正に執行しています。皆さまが納めている税金は、福祉や教育などの貴重な財源となりますので、

納期限内の納税にご協力をお願いします。

《お問合せ》

役場収納課滞納対策係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１３０・１３１

収　　納収　　納
～ 納税の公平性を保つために ～

《滞納処分について》

《滞納処分までの流れ》

各種差押えの対応

不動産差押え

　滞納者に対する差押書の送

達によって行い、法務局に差

押えの登記を嘱託します。

　また、質権や抵当権を設定

している金融機関等の権利者

にも差押えの通知をします。

　差押え後も完納されない場

合は、公売により換価します。

　第三債務者である給与・年金支払者に対する

債権差押通知書の送達により行います。

　生活の保護等の観点から一定部分の差押えは

禁止されていますが、給与・年金は継続的な収

入であるため、国税徴収法第６６条の規定により、

滞納税額の全額を徴収できるまで差押えの効力

が及びます。

　第三債務者である銀行等に

対する債権差押通知書の送達

により行います。

　原則として、滞納税額に関

わらず、その全額を差押え・

取立てます。村では県内の銀

行等を中心に、村滞納者の財

産調査を順次行っています。

　第三債務者である取引（売掛）先に対する債権

差押通知書の送達により行います。

　原則として、滞納税額に関わらず、その全額

を差押え・取立てます。継続的な収入であるた

め、国税徴収法第６６条の規定により、滞納税額

の全額を徴収できるまで差押えの効力が及びま

す。

　第三債務者である生命保険

会社等に対する債権差押通知

書の送達により行います。

　差押え後も完納されない場

合は、保険契約を解約し解約

返戻金を取立てます。村では

生命保険会社等に村滞納者の

財産調査を順次行っています。

給与・年金差押え 売掛金差押え

預貯金差押え 生命保険金差押え
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《お問合せ》

国保年金課国保係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６

「第三者行為の届出」を！

交通事故等で国保保険証を使う場合には

～ 就職等で新たに社会保険が適用になった場合は ～

国民健康保国民健康保険

　平成２８年１０月から、短時間労働者の社会保険の適用範囲が拡大されました。

　現在、国保にご加入の方で、新たにお勤め先の健康保険が適用されるようになった方は、国保の脱退の

手続きが必要です。職場の健康保険に加入しても国保の脱退手続きは自動的には行われませんので、必ず

国保年金課窓口で届出を行ってください。

※社会保険の適用に関して、詳しくはお勤め先にご確認ください。

【届出をする人】

　国保の脱退の手続きは、原則として１４日以内に世帯主の方が手続きを行うことになっています。世帯主

以外の方が手続きに来られるときは、世帯主の方からの委任状・代理の方の身分を証明するものも併せて

お持ちください。

【届出に必要なもの】

・国保の保険証

・新しい健康保険の保険証

・本人確認書類（運転免許証等）

・マイナンバーがわかるもの

【届出を行わないと…】

　二重加入の状態になり、その間の保険料が二重払いになってしまいます。また、国保を使って医療機関

にかかった場合、国保で負担した医療費を返還していただく場合があります。

　国民健康保険の被保険者が、自分以外の人の行為（第三者行為）によるケガや病気等で保険証を使う場合

には、村に届出が必要です。

　第三者行為により病院にかかった場合の医療費は、本来第三者が負担すべきものです。そのため、医療

費のうち国保負担分（７割～９割）を一時的に国保が立替払いし、後日、第三者に請求します。

《第三者行為に該当するもの》

・交通事故（同乗中の事故や自損事故についても届出が必要）

・不当な暴行を受けた

・他人のペットに咬まれた

・購入した食品や飲食店での食中毒

・施設の欠陥による事故

◎第三者行為による医療行為であっても保険証が使えないケース

・飲酒運転や無免許運転等、自分が法令に反する行為をしていた場合

・仕事中や通勤中に発生した場合（労災保険の対象）

・けんかによるケガ

《示談をする前にすべきこと》

　被害者と加害者の話し合いがついて示談をすると、その示談が優先されます。このことにより、国保で

立替えた医療費を加害者に請求できなくなる場合がありますので、示談をするときは事前に役場国保年金

課までご連絡ください。また、示談が成立したときは示談書の写しを提出してください。

《第三者行為の届出の方法》

　役場国保年金課に所定の用紙がございますので、必要事項をご記入の上、速やかに提出してください。

※交通事故の場合は、自動車安全運転センターの発行する交通事故証明書の添付が必要になります。

国民健康保険の脱退の届出が必要です
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介護保介護保険

《お問合せ》

福祉介護課介護保険係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１３・１３２・１３５

　介護保険において要支援認定または要介護認定を受けている方が、自立して安全に生活できる環境を

整えるために行う住宅改修のうち、以下のいずれかの項目に該当するものを対象とします。

　認知症の方の介護は、他の人から見ると介護をしていることが分かりにくく、

誤解や偏見を持たれてしまう場合があります。そこで、村では介護している方

が介護中であることを周囲の方に理解していただくための「介護マーク」を配布

しています。

【どんなときに使いますか？】

・公衆のトイレで付き添うとき

・男性介護者が女性用下着を購入するとき

・病院で診察室に入る際、一見介助が不要に見える

　のに２人で入室するとき等

　介護保険では、介護認定を受けた方にとって、より暮らしやすくする目的

で自宅の改修を行った場合において、下表のいずれかの項目に該当する改修

については、その経費の一部を支給しています。

◎対象となる方　要支援１・２、要介護１～５の介護認定を受けた方

　介護保険における住宅改修費の支給を受けるには、工事着工前に役場福祉介護課へ事前申請をす

る必要があります。申請をする前に着工した場合は住宅改修費支給の対象にはなりませんので、必

ず工事の前に担当のケアマネジャーに相談してください。

介護マークを配布しています

◎支給額　介護認定の区分に関わらず、２０万円を限度に住宅改修に支払った額の９割または８割相当額

介護保険で支給対象となる住宅改修は？介護保険で支給対象となる住宅改修は？

洋式便器等への便器の取替え

滑りの防止および移動の円滑化等の

ための床または通路面の材料の変更

その他、上記の住宅改修に付帯して

必要となる住宅改修

引き戸等への扉の取替え

段差の解消

手すりの取付け

住宅改修の種類 対象とする住宅改修の詳細

廊下、トイレ、浴室、玄関、玄関から道路までの通路等への

手すりの取付け

スロープの設置、敷居の撤去、床のかさ上げ　等

滑りにくい床材への変更、床材の表面の加工　等

開き戸から引き戸、折戸、アコーディオンカーテン等へ取替、

ドアノブの変更　等

和式便器から洋式便器へ取替え、洋式便器のかさ上げ　等

手すりの取付けのための壁の下地補強、浴室の床の段差解消

に伴う給排水設備工事　等

役場福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０（内）１３５

◇◆◇◆◇ ◇◆◇◆◇

介護マークのお申込み・お問合せ先

《 支給の申請は必ず工事着工前に！！ 》



1414広報みほ　平成２８年１２月号広報みほ　平成２８年１２月号

予防接種は

　  お済みですか？

健やかづくり健やかづくり

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

対象者
・今年度内に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳になる方

・６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で

　身体障害者手帳１級を取得している方

◎高齢者の肺炎球菌定期予防接種

◎インフルエンザ予防接種

　村では、定期予防接種の対象となる方に、４月下旬に予診票を郵送しています。接種を希望する場合は、

　茨城県内の医療機関（かかりつけの病院等）に電話予約のうえ、村から郵送されている予診票・接種済証

　を持参して、平成２９年３月３１日までに受けましょう。

＊転入や紛失等で予診票等をお持ちでない方は、健康増進課（保健センター内）までお問い合わせください。

　偏った食生活、運動不足、飲酒、喫煙等が原因で起こる生活

習慣病は日常生活を見直すことで予防できます。その生活習慣

病を予防するための調理実習と講話による講習会を開催します。

ぜひ、ご参加ください。

【日時】　平成２９年１月２０日（金）午前９時５０分～午後１時
【会場】　中央公民館調理室（参加費２００円：募集人数１６名）
【持参する物】　米一合、エプロン、三角巾、マスク　
【申込期限】　１２月２２日（木）午後５時まで　

■申込・問合せ　美浦村食生活改善推進員協議会事務局（保健
　センター内）☎０２９－８８５－１８８９

　村では、高齢者（６５歳以上）および小児（中学３年生まで）のインフルエンザ予防接種について、接種費用

　の一部を助成しています。助成の対象となる接種期間は、平成２９年１月３１日までとなっています。早め

　の接種がインフルエンザ予防と流行の防止に効果的です。

《平成２９年１月の乳幼児健診》

肺炎球菌・インフルエンザ予防接種費用の一部を助成

◇受付時間　午後１時３０分～２時

・３歳児健診　平成２９年１月１６日（月）

　対象：平成２５年１０月～１１月生

・４カ月健診　平成２９年１月２３日（月）

　対象：平成２８年９月生

１２　
　
　

月

１　
　
　

月

☎０２９‐８４３‐７２７２

☎０２９‐８９４‐２６１１

☎０２９‐８６９‐４８２０

☎０２９‐８９２‐７０１１

☎０２９‐８８８‐２２００

☎０２９‐８９２‐３６４０

☎０２９‐８８７‐３５１１

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎０２９‐８８８‐２６６２

☎０２９‐８９２‐２６２７

おおさわ眼科

江 戸 崎 病 院

あみ小林クリニック

鈴木クリニック

さ か え 医 院

坂本耳鼻咽喉科医院

阿見第一クリニック

角崎クリニック

なるしま内科医院

佐倉クリニック

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

１８日

㈰

２３日

㈮

２５日

㈰

☎０２９‐８８５‐３５５１

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８８５‐３５５１

☎０２９９‐７８‐３７７０

☎０２９‐８３０‐５１５１

☎０２９‐８９２‐３３７２

美浦中央病院

宮 本 病 院

まつばらウィメンズクリニック

いなしきクリニック

美浦中央病院

古 橋 医 院

美浦

稲敷

美浦

稲敷

阿見

稲敷

☎０２９‐８７５‐５３０３

☎０２９‐８９４‐２４１２

あべ整形外科

和 田 医 院

阿見

稲敷

☎０２９‐８３４‐２２２２

☎０２９‐８９２‐０２６２

印南クリニック

江 戸 崎 眼 科

阿見

稲敷

１日

㈰

２日

㈪

３日

㈫

８日

㈰

９日

㈪

３０日

㈮

３１日

㈯

休日当番医 診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

＊対象の方には、事前にお知らせと

　問診票等を送付します。
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　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
ほっ

４ぴよ
よち
ほっ

毎月、親子でできる簡単

な遊びや子育てのコツを

紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公

　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。

※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。

　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、

毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ

んによる個別の「育児相談（　）」を行

っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、

毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ

んによる個別の「育児相談（　）」を行

っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）

　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）

　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）

　◇対象　１歳児（Ｈ２６４．２～Ｈ２７．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン

（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）

　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん

　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内

出入り自由

開催時間内

出入り自由

予約必要なし予約必要なし
１月の
子育て広場

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

７

９

２０１７１５

２８

２１

２７２６２５２４

３１

２３

３０

２２

２９

６

１８１６ １９

１３１０ １１ １２ １４８

５

　わい
エン
ほっ

３２１ 　ぴよ
ぴよ
ほっ

４

ペットボトルボーリング

　５００ｍｌのペットボトル５本程度を並べます。そこへ
新聞紙（見開き５枚分）を丸めてガムテープを巻いて作
ったボールを転がして倒して遊びましょう。

ビニール袋のロケット

　ビニール袋に新聞紙かチラシを詰め込んで口を閉じ、
輪ゴム８～１０本程つなげたものを結びつけます。大人
がゴムを持ち、子どもが袋を引っ張り、ゴムが伸びた
ところで袋をパッと放して遊びます。

新聞紙でのびのびツリー

　見開きの新聞紙１枚を横半分に切ってのりで貼り合
わせ（横１６０ｃｍ）、端からくるくると軽く巻きます。筒
状になったら、テープで止めます。上から４か所均等
に１０ｃｍ程の切り込みを入れたら、真ん中から新聞紙を
引き出したり、引っ込めたりして遊びます。最後は、
ほうきにしてお掃除ごっこ！

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時～午後４時３０分
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公
益
財
団
法
人
い
ば
ら
き
文
化

振
興
財
団
で
は
、
県
内
で
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
が

平
成
２９
年
度
に
実
施
す
る
美
術
展

や
演
奏
会
等
の
事
業
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◇
対
象　

県
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
団
体
ま
た
は
個
人
で
、
一
定

の
文
化
活
動
の
実
績
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
平
成
２９
年
度
中
に

実
施
し
、
事
業
を
完
遂
で
き
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

◇
申
込
期
限　

平
成
２９
年
１
月
２０

日
（
金
）
必
着

◇
問
合
せ　

（
公
財
）
い
ば
ら
き
文

化
振
興
財
団
☎
０
２
９－

３
０

　

店
舗
・
事
務
所
等
を
訪
問
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場

　

で
広
告
料
を
請
求
す
る
こ
と
は

　

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

《
便
利
帳
の
概
要
》

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の

官
民
協
働
事
業
で
平
成
２９
年
４
月

に
発
行
予
定
で
す
。
各
行
政
区
を

通
し
て
の
各
戸
配
付
、
コ
ン
ビ
ニ

等
に
設
置
し
た
村
の
カ
タ
ロ
グ
ケ

ー
ス
へ
の
配
置
、
電
子
書
籍
形
式

に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
広
告
掲
載
の
申
込
・
問
合
せ

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
つ
く

ば
支
店
☎
０
２
９－

８
５
８－

０
５
７
０

◇
暮
ら
し
の
便
利
帳
製
作
に
関
す

る
問
合
せ　

役
場
総
務
課

５－
０
１
６
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０

２
９－

３
０
５－

０
１
６
３
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

ic
f4
7
1
7
.o
r.jp
)

　

村
で
は
現
在
、
暮
ら
し
に
必
要

な
行
政
・
生
活
・
医
療
・
地
域
情

報
等
に
広
告
を
併
せ
た
総
合
地
域

情
報
誌
「
美
浦
村　

暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
製
作
し
て
お
り
、
冊
子

に
は
製
作
費
用
の
軽
減
と
利
便
性

の
向
上
を
目
的
と
し
て
有
料
広
告

を
掲
載
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
自
ら
の
事
業

に
つ
い
て
広
告
掲
載
を
希
望
す
る

「
広
告
主
」
を
募
集
し
ま
す
。

＊
（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
社
員
が

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

子育て支援センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

☎８８５－６５１１

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

　

平
成
２８
年
度
の
茨
城
県
最
低
賃

金
は
、
時
間
額
７
７
１
円
（
引
き

上
げ
額
２４
円
）
に
改
定
さ
れ
、
１０

月
１
日
か
ら
効
力
を
発
し
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
働
き

方
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
に
賃
金
最
低
額
を
保

障
す
る
制
度
で
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
０
２
９－

２
２

４－

６
２
１
６

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆

さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善

意
の
お
金
の
中
か
ら
、
次
の
対
象

要
件
を
満
た
す
世
帯
の
児
童
に
入

学
祝
金
等
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◇
対
象
の
世
帯

　

次
の
両
方
の
要
件
を
満
た
す
世

　

帯
が
対
象
で
す
。

･

平
成
２９
年
１
月
１
日
現
在
村
内

に
居
住
し
、
児
童
扶
養
手
当
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
母
子
・
父
子
世
帯

･

平
成
２９
年
４
月
に
村
立
の
小
中

学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
初

等
部
･
中
等
部
に
入
学
す
る
児

童
の
い
る
母
子
・
父
子
世
帯

◇
申
請
方
法　

自
主
申
請

＊
必
要
な
書
類
等
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間　

平
成
２９
年
１
月
４

日
（
水
）
〜
３１
日
（
火
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

村
社
会
福
祉

協
議
会

　

（
社
福
）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
（
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん

に
入
学
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈

し
ま
す
。

◇
対
象　

平
成
２９
年
度
に
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
の
い
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
で
、
祝
品
を
希
望

さ
れ
る
保
護
者
の
方
。

◇
申
込
方
法　

平
成
２９
年
１
月
２７

日
（
水
）
ま
で
に
役
場
学
校
教
育

課
へ
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
保
護
者
名
・

住
所
・
連
絡
先
を
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
み
先　

役
場
学
校
教
育
課

子
ど
も
育
成
室

◇
問
合
せ　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
☎
０
２
９－

２
２
１

－

７
５
０
５

※局番は０２９

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

広
告
主
募
集

文
化
活
動
事
業
費

助
成
対
象
事
業
募
集

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

【
新
１
年
生
に
入
学
祝
金
等
を
お

　

贈
り
し
ま
す
】

【
小
学
校
新
入
学
児
童
に
入
学
祝

　

品
を
贈
呈
し
ま
す
】

平
成
２９

年
度
新
１
年
生

に
入
学
祝
を
贈
呈
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県
警
察
本
部
少
年
課
で
は
、
警

察
庁
舎
以
外
の
場
所
に
少
年
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
少
年

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

少
年
の
非
行
問
題
・
犯
罪
被
害

に
関
し
て
、
少
年
自
身
・
保
護
者

・
教
育
関
係
者
等
の
方
々
か
ら
の

相
談
（
面
接
・
電
話
・
メ
ー
ル
）
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば

豊
里
窓
口
セ
ン
タ
ー
内
（
つ
く

ば
市
高
野
１
１
９
７－

２０
）
☎

０
２
９－

８
４
７－

０
９
１
９

＊
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
３０
分

　

〜
午
後
５
時
１５
分
受
付
。
夜
間

　

・
土
日
は
留
守
番
電
話
。（
メ
ー

ル：
k
e
ish
o
n
e
n
@
p
re
f.ib
a
ra
k
i.

lg
.jp

）

◇
勤
務
場
所　

健
康
増
進
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

【
臨
時
事
務
補
助
職
員
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

庁
舎

入
口
で
の
来
客
案
内
等
・
２
名

◇
報
酬
額　

時
給
８
２
０
円

◇
勤
務
場
所　

村
役
場
庁
舎
内

＊
所
定
の
勤
務
時
間
内
（
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
１
時
・
午
後
１

時
〜
５
時
１５
分
）
で
シ
フ
ト
制

と
し
、
４
時
間
３０
分
勤
務
。

《
共
通
事
項
》

◇
応
募
資
格　

６５
歳
未
満
で
美
浦

村
に
通
勤
可
能
な
方

◇
勤
務
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分

◇
欠
格
事
項　

地
方
公
務
員
法
第

１６
条
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◇
応
募
方
法　

募
集
期
間
内
に
村

指
定
の
登
録
申
込
書
（
役
場
総

務
課
で
交
付
ま
た
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
可
）
を
役
場

総
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

◇
募
集
期
間　

平
成
２９
年
１
月
１３

日
（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
日
祝
日
、
１２
月
２９

日
（
木
）
〜
平
成
２９
年
１
月
３
日

（
火
）
を
除
く
）

◇
選
考
方
法　

後
日
、
応
募
者
に

直
接
通
知
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

役
場
総
務
課
人
事
担

当
（
内
線
２
０
３
）

　

村
で
は
、
非
常
勤
一
般
職
の
平

成
２９
年
度
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
の
有
効
期
間
は
２
年
で
す
。

期
間
中
随
時
、
登
録
者
の
中
か
ら

選
考
成
績
に
基
づ
い
て
面
接
等
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
諸
般
の
状
況
に
よ
り
、
登
録
い

　

た
だ
い
て
も
採
用
に
な
ら
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
個
別
事
項
》

【
幼
稚
園
教
諭
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

幼
児

の
保
育
・
１
名

◇
応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を

有
す
る
人
ま
た
は
平
成
２９
年
３
月

３１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◇
報
酬
額　

日
給
８
０
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

美
浦
幼
稚
園

【
保
育
士
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

乳
幼

児
の
保
育
・
２
名
程
度

◇
応
募
資
格　

保
育
士
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
２９
年
３
月

３１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◇
報
酬
額　

日
給
８
０
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

村
内
の
保
育
所

＊
所
定
の
勤
務
時
間
の
ほ
か
、
月

に
数
回
早
番
・
遅
番
有
り
。

【
看
護
師
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

幼
児

の
健
康
管
理
指
導
・
１
名

◇
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
２９
年
３
月

３１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◇
報
酬
額　

日
給
９
６
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

大
谷
保
育
所

【
保
健
師
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

健
康

増
進
事
業
補
助
・
２
名

◇
応
募
資
格　

保
健
師
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
２９
年
３
月

３１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◇
報
酬
額　

日
給
９
６
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

健
康
増
進
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

【
図
書
室
司
書
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

図
書

事
務
補
助
・
１
名

◇
応
募
資
格　

司
書
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
２９
年
３
月
３１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◇
報
酬
額　

時
給
１
０
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

生
涯
学
習
課
（
美

浦
村
中
央
公
民
館
内
）

【
バ
ス
運
転
手
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

幼
児

の
送
迎
・
１
名

◇
応
募
資
格　

大
型
二
種
免
許
を

有
す
る
人

◇
報
酬
額　

日
給
６
６
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

大
谷
保
育
所
ま
た

は
木
原
保
育
所

＊
勤
務
時
間
は
午
前
７
時
３０
分
〜

９
時
３０
分
、
午
後
３
時
３０
分
〜

５
時
３０
分
。
そ
の
他
、
保
育
所

行
事
等
で
送
迎
す
る
場
合
有
り
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

子
育

て
広
場
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
補
助
・
１
名

◇
報
酬
額　

日
給
６
５
６
０
円

◇
勤
務
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ

愛
プ
ラ
ザ
内
）

【
用
務
員
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

園
内

清
掃
、
給
食
配
膳
等
・
１
名

◇
報
酬
額　

時
給
７
８
０
円

◇
勤
務
場
所　

美
浦
幼
稚
園

＊
勤
務
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
。

【
臨
時
事
務
補
助
職
員
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

生
涯

学
習
事
務
補
助
・
１
名

◇
報
酬
額　

日
給
６
５
６
０
円

◇
勤
務
場
所　

生
涯
学
習
課
（
美

浦
村
中
央
公
民
館
内
）

＊
週
５
日
（
火
〜
金
曜
日
お
よ
び

土
・
日
は
シ
フ
ト
制
）
勤
務
。

【
臨
時
事
務
補
助
職
員
】

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
員　

健
康

増
進
事
業
補
助
・
１
名

◇
報
酬
額　

時
給
８
２
０
円

平
成
２９

年
度

非
常
勤
一
般
職
採
用
予
定

平
成
２９

年
度

非
常
勤
一
般
職
採
用
予
定

美
浦
村
非
常
勤
一
般
職

登
録
者
の
募
集　

（１０月１日～３１日）

１０月３１日現在死者ゼロ継続９７４日

発生件数

負傷者数

死者数

３

５

年累計

（　２７　）

（　３９　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

の
ご
案
内
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◎
宿
題
の
「
書
初
め
」
習
っ
ち
ゃ

お
う
！

◇
日
時　

１２
月
２７
日
（
火
）

・
３
年
生　

午
前
１０
時
〜

・
４
年
生　

午
前
１１
時
〜

・
５
年
生　

午
後
１
時
〜

・
６
年
生　

午
後
２
時
〜

＊
各
学
年
先
着
５
名
ま
で
。
詳
細

は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
会
場　

安
中
多
目
的
集
会
施
設

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円

◎
ジ
ョ
イ
ナ
ス
デ
ー
「
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
で
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！
」

◇
日
時　

１２
月
２５
日
（
日
）
午
前
１０

時
〜

◇
会
場　

美
浦
中
学
校
体
育
館

◇
参
加
費　

会
員
１
０
０
円
、
ビ

ジ
タ
ー
５
０
０
円

＊
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ジ
ョ
イ
ナ
ス
み
ほ
事
務
局
☎
０

２
９－

８
８
５－

７
７
７
１

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
相
互
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

 

看
護
の
仕
事
に
復
帰
し
た
い
が

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
技
術
に
不
安

が
あ
る
。
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
。

そ
ん
な
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

◇
内
容　

講
義
の
み
、
実
務
の
み
、

講
義
と
実
務
両
方
か
ら
選
択
可

◇
対
象
者　

・
離
職
後
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
未
就

業
の
看
護
職
（
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
）
で

就
業
を
希
望
す
る
方

＊
離
職
期
間
の
制
限
な
し
。

・
復
職
後
１
年
未
満
で
看
護
技
術

が
不
安
な
看
護
職
。

◎
講
義
研
修

・
申
込
期
限
／
募
集
人
数　

平
成

２９
年
１
月
１０
日
ま
で
／
先
着
４０
名

・
講
義
実
施
日　

平
成
２９
年
１
月

１９
日
（
木
）
〜
２５
日
（
水
）

・
会
場　

旧
土
浦
協
同
病
院

・
費
用　

医
材
料
費
３
０
０
０
円

・
託
児　

無
料
で
利
用
可

◎
実
務
研
修

・
募
集
／
実
施　

平
成
２９
年
２
月

ま
で
随
時
募
集
／
随
時
実
施

・
会
場　

県
南
地
域
の
希
望
す
る

医
療
機
関
等

・
費
用　

実
習
に
お
け
る
賠
償
保

険
代
約
２
０
０
０
円

・
託
児　

要
相
談

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９－

２
２

１－

７
０
２
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(h
ttp

://w
w

w
.ib

a
ra

k
i-n

c.n
e
t/)

　

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
で
は
、

平
成
２９
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
３１

年
４
月
３０
日
ま
で
に
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
･
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
購
入
お
よ

び
役
務
提
供
等
の
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま

す
。
こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者

と
決
定
さ
れ
た
方
以
外
は
、
原
則

と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
の

入
札
や
見
積
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
希
望
者
は
必
ず
資
格
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間　

平
成
２９
年
２
月
１

日
（
水
）
〜
２８
日
（
火
）

＊
土
･
日
、
祝
日
を
除
く
。

◇
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

◇
受
付
場
所　

龍
ケ
崎
地
方
衛
生

組
合
総
務
課

◇
申
請
書
類　

全
国
統
一
様
式

＊
国
土
交
通
省
統
一
様
式
で
も
可
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
手
引
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
等
は

平
成
２９
年
１
月
４
日
（
水
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
配
布
し
ま
す
。

◇
申
込
･
問
合
せ　

龍
ケ
崎
地
方

衛
生
組
合
総
務
課
☎
０
２
９
７

－

６
４－

１
１
４
４
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://ry

u
1
1
4
4
.e

c
-

n
e
t.jp

/)

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
平
成
２９
年
５
月
１
日

か
ら
平
成
３１
年
４
月
３０
日
ま
で
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物

品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
等
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
入
札
参
加
希
望

者
は
、
必
ず
資
格
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

平
成
２９
年
２
月
１

日
（
水
）
〜
３
月
３１
日
（
金
）

◇
受
付
・
問
合
せ　

稲
敷
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局

管
理
課
☎
０
２
９
７－

６
４－

３
７
４
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.in
a
sh

ik
i-k

o
u
ik

i.

jp
/)

て
、
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

を
対
象
に
海
外
研
修
８
コ
ー
ス
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２９
年
２
月
３
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
コ
ー
ス
に
よ
り
内
容
・
対
象
等

　

研
修
の
詳
細
が
異
な
り
ま
す
。

◇
内
容　

学
校
体
験
、
英
語
研
修

５
コ
ー
ス
、
自
然
・
異
文
化
体

験
、
世
界
遺
産
見
学
３
コ
ー
ス

◇
研
修
国　

英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

◇
研
修
日
程　

平
成
２９
年
３
月
２５

日
（
土
）
〜
４
月
５
日
（
水
）

◇
説
明
会　

平
成
２９
年
１
月
８
日

〜
１
月
２２
日
（
全
国
１５
都
市
）

◇
参
加
費　

３１
・
８
万
円
〜
４７
・

８
万
円

◇
資
料
請
求
・
問
合
せ　

（
公
財
）

国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎
０
３

－

６
４
１
７－

９
７
２
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ：

０
３－

６
４
１
７－

９

７
２
４
、
メ
ー
ル
（in

fo
@

k
sk

k

　

.o
r.jp

）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

　

//w
w

w
.k

sk
k
.o

r.jp
)

看
護
職
カ
ム
バ
ッ
ク

支
援
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ョ
イ

ナ
ス
み
ほ
冬
企
画

衛
生
組
合
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
受
付

稲
敷
広
域
事
務
組
合
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

１０月の発電量

累計（今年度）

１５１，６２７

１，８２２，７５４

（単位：ｋＷｈ）

小
学
生
〜
高
校
生
の

春
休
み
海
外
研
修
交
流
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日

午前９：００～午後４：００

電話

相談

毎週水・金曜日

午前９：００～午後４：００

来所

相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１月４日（水）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

１２月１９日（月）、１月１６日（月）

午後１：００～３：００

老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１月２５日（水）

午後１：３０～４：００

１月１０日（火）・２３日（月）

午後１：００～３：００

１２月２２日（木）

午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

原
則
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
。

＊
祝
日
等
の
理
由
に
よ
り
実
施
日

　

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
１２
月
・
１
月
の
実
施
日
時　

１２

月
１４
日
・
２７
日
、
１
月
１１
日
・

２５
日
、
午
後
５
時
１５

分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
ま
で
に

　

電
話
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
土

　

・
日
・
祝
日
等
の
役
場
閉
庁
日

　

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
予
約
の
電
話
は
、
証
明
書
を
受

　

け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
方
ご
本

　

人
が
、
直
接
役
場
住
民
課
ま
で

　

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
村
内
各
教
育
・
保
育
機
関
へ
〕

○
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様　

３６

万
円
（
大
谷
・
木
原
保
育
所
、

木
原
・
安
中
・
大
谷
小
学
校
、

　

美
浦
中
学
校
へ
各
５
万
円
、
美

浦
幼
稚
園
へ
６
万
円
）　

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
匿
名
希
望
１
件　

車
イ
ス

○
匿
名
希
望
３
件　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件　

タ
オ
ル

○
匿
名
希
望
１
件　

使
用
済
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
J
A
茨
城
か
す
み
女
性
部
美
浦

支
部
様　

１
万
２
７
５
０
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
や
村
で
は
、
生
活
保
護
に
至

る
前
の
段
階
に
あ
る
方
に
向
け
て

自
立
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
働
き
た
く
て
も
仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
、
家
賃
が
払
え
な
い
等

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は

困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
先　

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
室
☎
０
２
９－

８
２

２－

７
２
４
１

　

土
浦
保
健
所
で
は
、
感
染
不
安

の
あ
る
方
に
無
料
・
匿
名
で
検
査

お
よ
び
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

＊
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
検
査
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前

　

９
時
〜
１０

時
、
第
３
木
曜
日
午

　

後
５
時
〜
７
時

◇
結
果　

翌
週
以
降
の
木
曜
午
前

　

１０

時
〜
１１

時

◇
予
約
・
問
合
せ　

土
浦
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９－

８
２

１－

５
５
１
６
（
直
通
）　

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

　

善　
　

意

＊納期限は１２月２６日（月）です。

１２月の納税

（３期）

（５期）

（６期）

（６期）

固 定 資 産 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
窓
口

１２

月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
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 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

　美浦村では、今年度に２０歳を迎えられる方（平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生ま

れた方で、美浦村に住民登録されている方および村内の小・中学校を卒業された方）を対象として、

新成人の門出を祝う「成人式典」を開催します。

※１１月中旬に送付した案内状は、住民基本台帳に基づいて作成していますので、村内の小・中学校

　を卒業していても、進学・就職等で村外に転出されている方には、案内状は送付しておりません。

※成人式典の対象者の方で案内状が届いてない方は、村教育委員会生涯学習課（中央公民館内）まで

　ご連絡（①住所、②氏名、③生年月日、④卒業小・中学校名）をいただければ、案内状を送付い

　たしますので、電話またはＦＡＸでご連絡ください。

※案内状がなくても、当日会場での受付により成人式典に出席できます。

【主催】

【会場】

【日時】

美浦村、美浦村教育委員会、美浦村成人式実行委員会

美浦村中央公民館 大ホール

午前１０時３０分～午後０時３０分（午前９時３０分受付開始）

□申込み・お問合せ　美浦村中央公民館内　村教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　　　　　    ☎０２９－８８５－４４５１　ＦＡＸ：０２９－８８５－７０１５　

□申込み・お問合せ　美浦村中央公民館内　村教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　　　　　    ☎０２９－８８５－４４５１　ＦＡＸ：０２９－８８５－７０１５　

平成２９年１月８日（日）

年末年始の業務案内年末年始の業務案内

【ゴミの年末特別収集】（燃やすゴミのみ）　収集日：１２月２９日（木）

※午前８時３０分までに出してください。

◇聖苑香澄　☎０２９－８９４－４５１０

【予約受付】　年末年始に関わらず受付

【申込手続】　年末：１２月３１日（土）まで

　　　　　　年始：平成２９年１月４日（水）から

【火葬業務】　年末：１２月３０日（金）まで

　　　　　　年始：平成２９年１月４日（水）から

【ゴミの持ち込み】

　年末：１２月２８日（水）午後４時３０分まで

　年始：平成２９年１月４日（水）から

※１２月２９日（木）から翌年１月３日（火）まで

　はゴミの持ち込みはできません。

成人式典を開催します成人式典を開催します成人式典を開催します

年末：１２月２８日（水）まで（住民課窓口延長日

　　　は１２月２７日（火）に変更）

年始：平成２９年１月４日（水）から

◇江戸崎地方衛生土木組合　☎０２９－８９２－２８４１

年末：１２月２８日（水）まで

年始：平成２９年１月４日（水）から

年末：１２月２８日（水）まで

年始：平成２９年１月４日（水）から

年末：１２月２８日（水）まで

年始：平成２９年１月４日（水）から

※年内にパスポートの交付を受けられるのは
　１２月１６日（金）までに申請が受理された方と
　なります。

◎美浦村役場　☎０２９－８８５－０３４０（代）

◎美浦村中央公民館　☎０２９－８８５－４４５１

◎光と風の丘公園　☎０２９－８８５－６７１１

年末：１２月２８日（水）まで

年始：平成２９年１月４日（水）から

◎文化財センター　☎０２９－８８６－０２９１
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